
●

‣

‣

‣

●

■

● 午後日程です。13:20から海陽小で佐藤先生と瀧澤ジェーン先生の公開授業です。その後の講座では，4つの視点から

の授業解説と，センテンス練習のための具体的なゲームの進め方を研修します。今後に向けた情報提供も行います。

参加申込はまだ可能です。ぜひご検討ください。

7.11（火） 研究所研修講座（外国語）

をさせていただきました。明後日から「修学旅行」という中，研修機会を設けていただきありがとうございました。

の音の違い（例えばコンビニじゃなくてconvenience store）に気付くこと」に，おはじきゲームやミッシングゲーム
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クラスルーム・イングリッシュを積極的に使った授業展開

④ サイモン・セズ ゲーム

③ ミッシング・ゲーム

2017.6.29(木)

「外国語活動の指導はあまり慣れていなくて…」と謙遜される中山先生ですが，6名の児童との信頼関係は確かです。

室蘭市小学校
外国語活動
巡回指導教諭
みなと小 相馬和俊羅針盤

陣屋小の研究授業・校内研修

先生が言った建物の名前をくり返して言うことで，英語の音に「慣れる」活動です。おはじきを取りな

Go straight, turn right, turn left のフレーズに「慣れる」活動です。“Simon says”を付けて先生が言

ったときだけ指示に従うというゲームです。言葉への「集中力」を高めて行う活動です。

主な展開（言語活動）

① What's this? クイズ 絵カードを見て，それが何かを答えながら，建物の英語での言い方を「知る」活動です。

② おはじきゲーム

がらゲーム性をもたせて，単調なくり返しに変化をつけたものです。

解説・詳細は，巡回指導通信No16をご覧ください。

ということで，本日29日（木）は函館への修学旅行2日目，5人の6年生はこれから自主研修へスタートです！！

研究授業（全校参観授業）〔6月26日（月）実施〕

今年度巡回校のトップを切って，陣屋小で研究授業を行っていただきました。5・6年生の複式，児童数6名の中山学級

です。6年生5名と5年生1名というクラスなのですが，6年生にリードされながら，たった一人の5年生が学年の違いを

児童も，いつも気持ちを集中させて楽しく外国語活動に取り組めるところがすばらしいです。本時も，「日本語と英語

を通して迫りました。また，Simon Says Game では，体を使って楽しくGo straight, turn right, turn left のフレー

ズを覚えました。中山先生と私も役割分担をしながら，交互でゲームを進めながら，スムーズに展開できたと思います。

感じさせないところがいいです。単元は，Hi, friends!2 Lesson4 Turn right ，1時間目の授業です。中山先生と私の

した感想・意見を述べ合い，その後それらを全体で交流するスタイルで行われましたが，発言される内容一つ一つが大

TT指導で行いました。（この日は6年生が一人お休みして，5人でがんばりました！！）

巡回指導通信No14で紹介しました各校の校内研修・研究授業の様子を紹介します。

16日（金）には昨年度後期巡回校の高砂小学校5年長田学級で，26日（月）には今年度前期巡回校の陣屋小学校5・6年中山学級で

それぞれ校内研究授業が行われました。今回は，両校の様子を紹介させていただきます。

高砂小の研究授業・校内研修

昨年度巡回の際には，毎時間のように略案を作成して授業に臨んでいた長田先生です。この日も，単元全体の流れをし

っかり押さえた上で，大変よい授業展開をされたと思います。ポイントをいくつか紹介します。

研究授業（全校参観授業）〔6月16日（金）実施〕

変的を得たもので，研究授業をもとにした大変よい研修が行われたと思います。

シェーン先生とのTT指導

一つ目のポイントは，シェーン先生とのスムーズなTT指導です。長田先生が授業全体をコントロールしながら，「この

場面で，シェーン先生にこれをやってほしい」という明確な意図をもって授業を計画・実施していたことがわかります。

放課後の研修時間には，先生方から授業の感想や今後に向けた質問を出していただいたり，移行措置に向けた情報提供

二つ目のポイントは，クラスルーム・イングリッシュの積極的な活用です。昨年度の「グローバル研修」の後から一気

に活用が増えた感じがあったのですが，今回の授業ではそれがより自然になっていたことがすばらしかったです。学級

担任ですので，授業自体は1週間に1時間ペースです。意図して使わないとなかなか自然に使いこなせないと思います。

授業参観する視点の確かさ

最後に，参観された高砂小の先生方の視点の確かさです。授業後の研究協議の場では，二つのグループに分かれて参観


